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１　はじめに
　　岩手県に豊富にあるアカマツ資源を有効に活用
　するために、①アカマツ単板の曲げヤング係数の

　頻度分布、②曲げヤング係数から等級区分した単
　板を使用し作成したＬＶＬの動的ヤング係数から、
　作成目標となるＬＶＬの動的ヤング係数の検討を
　行った。

２　試験方法
　　アカマツ単板（長さ1850×幅950×厚さ3.08mm）
　205枚を幅約310mmに調製し、重錘等小荷重載荷法
　により曲げヤング係数を測定した。

　　測定結果を基に、単板を等級区分し、表１に示
　す断面構成（11プライ、厚さ約32mm）でＬＶＬを
　計54体作成した（写真１）。
　　なお、接着剤にはメラミン・ユリア共縮合樹脂
　系接着剤を用いた。

　　作成したＬＶＬは打撃音法により動的ヤング係
　数を測定した。

３　試験結果

　＜アカマツ単板の曲げヤング係数の頻度分布＞
　　図１に示す結果となり、平均値は9.7GPaであった。
　＜単板の曲げヤング係数の平均値とＬＶＬの動的
　　ヤング係数の関係＞
　　図２に示す結果となり、ＬＶＬの動的ヤング係

　数は、各ＬＶＬを構成する単板の曲げヤング係数
　の平均値の平均1.31倍となった。
　　なお、単板の曲げヤング係数の平均値がほぼ同
　等であるＬＶＬのグループ間において、断面構成
　の違いによる動的ヤング係数に明確な差は確認で

　きなかった。

岩手県産アカマツＬＶＬの強度性能
～等級区分した単板を用いて作成したＬＶＬの動的ヤング係数～

（担当：研究部　専門研究員　村上 尚徳）

図１ アカマツ単板の曲げヤング係数の頻度分布

写真１ アカマツＬＶＬ
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表１ ＬＶＬの断面構成（単板配置）

図２ 単板の曲げヤング係数の平均値と
　　 ＬＶＬの動的ヤング係数の関係
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４　考察
　　単板の曲げヤング係数の平均値とＬＶＬの動的
　ヤング係数の関係から、曲げヤング係数で平均

　9.7GPaになる単板の断面構成とすることで、同一
　等級（動的ヤング係数で12.7GPa（=9.7×1.31））の
　ＬＶＬが歩留りよく作成できると考えられた。


